
令和８年度 全国学力・学習状況調査の結果について 

柳井市教育委員会 

 

調査結果の公表にあたって 
柳井市では、学校の組織的な取組を軸として、家庭、地域が連携して子どもたちの基礎

的な知識及び技能と思考力，判断力，表現力等、そして学びに向かう力，人間性等の資質・

能力を育成していくための「確かな学力」の向上に努めているところです。 

そこで、教育課程の編成及び授業改善、児童生徒の学習状況の改善等に役立てることを

ねらいとして、児童生徒一人ひとりの成果と課題をより具体的に把握し、今後の施策に生

かすために、全国学力・学習状況調査の結果を分析し、公表することとしています。 

児童生徒に関わる様々な立場の方々と調査結果から見える成果や課題を共有していきな

がら、今後もより一層、学校・家庭・地域が連携し、一体となって柳井市の子どもたちを

育てていきたいと考えます。 

なお、結果の取り扱いについては、以下のことに御留意くださいますようお願いします。 

 

 

 

 

 

調査の概要 
<調査の目的> 

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習 

状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・本取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

<調査実施日> 令和８年４月２３日（木） 

<調査実施校及び児童生徒数> ※小学校設置数は 11校だが、うち１校は対象学年児童の在籍なし 

学   年 学 校 数 児童生徒数 

小学校第６学年 柳井市立小学校 １０校 ２０８人 

中学校第３学年 柳井市立中学校  ３校 ２２５人 

 

<調査の内容> 
①教科に関する調査（小学校…国語、算数  中学校…国語、数学、英語） 
・調査問題では、以下１）と２）を一体的に問うこととする。 
１）身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活に 
おいて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

２）知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構 
想を立て実践し評価・改善する力等 
 

 ②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 
  ア 児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙）【小学校…７３項目、中学校…８０項目】 
  イ 学校に対する調査（学校質問紙）   【小学校…８５項目、中学校…９３項目】 

調査結果の概要 

・調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側

面であること。 

・国や県の平均正答率との比較により、序列化や過度の競争をあおるものではないこと。 



〈教科に関する調査〉 

（小学校）平均正答率（％）        （中学校）平均正答率（％） 

 国語 算数   国語 数学 英語 

柳井市 ６４ ６３  柳井市 ６６ ６０ 
５００ 

～５０９ 

山口県 ６２ ５７  山口県 ６４ ５７ 
４９５ 

～５０４ 

全 国 ６０.９ ５６.４  全 国 ６３.９ ５７.０ ４９９ 

※中学校英語のみ平均ＩＲＴスコア 

（小学校）調査の状況 ※（ ）内の数値は正答率 

 相当数の児童ができている点 課題の見られる点 

国 

語 

○日頃よく使う漢字を正しく書くこと 
【問題：みじかい】（８８．４％） 

 
○比喩表現の効果について、適切なも
のを選ぶこと     （７３．２％） 

●メモの情報から言葉を抜き出し、条件に
合わせて自分の考えが伝わるように書く
こと          （３８．４％） 

●画数の多い漢字を正しく書くこと 
【問題：ふしぎ】（４２．６％） 

算 

数 

○数の表し方の仕組みを理解し、３枚
のカードを使って条件に合う小数を
つくること     （９７．９％） 

 
○提示された分数から、数直線上の１
を表す目盛りを捉えること 

（８１．１％） 

●二次元の表から、条件に合う数を読み取
ること         （１６．３％） 

 
 
●一人あたりの大きさから混み具合を比べ
た説明で、適切な語句の組みあわせを選
ぶこと         （３５．８％） 

（中学校）調査の状況 ※（ ）内の数値は正答率 

 相当数の生徒ができている点 課題の見られる点 

国 

語 

○文に合うように表現の効果を考え
て書くこと    （９５．５％） 

 
○例えを使った発言の意図を汲み取
り、適切なものを選ぶこと 

（８１．８％） 

●ある語句の意味を踏まえ、文中から類語を
抜き出し、文脈上の意味を捉えること 

     （３５．４％） 
●擬態語を使った文と使っていない文を比
較し、擬態語の効果について、条件に合う
ように自分の考えを書くこと 

（４０．９％） 

数 

学 
○温度について、正の数と負の数を
用いて変化や状況を表すこと 

       （７９．９％） 
 
○箱ひげ図と四分位数の対応につい
て理解していること 

（７７．４％） 

●具体的な作図を基に、辺や角の関係から証
明する事柄の仮定を見いだすこと 

（３５．２％） 
 
●日常問題におけるデータの傾向を適確に
捉え、判断の理由を度数分布多角形の特徴
を基に説明すること   （４３．７％） 

英 

語 

〇日常的な話題について、目的に応
じて、必要な情報を聞き取ること 

（８３．６％） 
 
〇日常的な話題について、自分の置
かれた状況などから判断して、必
要な情報を聞き取ること 

（７４．２％） 

●日常的な話題について、事実や自分の考
え、気持ちを整理し、まとまりのある英文
を書くこと       （２１．２％） 

 
●社会的な話題について、短い英文を読み、
要点を捉え、自分の考えとその理由を英文
で書くこと       （２９．６％） 

 


